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11
月
28
日
㈫

天
皇
皇
后
両
陛
下
お
よ
び
ル
ク

セ
ン
ブ
ル
ク
大
公
国
の
ア
ン
リ

大
公
殿
下
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ

王
女
殿
下
が
土
浦
市
を
ご
訪
問

さ
れ
ま
し
た

①
　
天
皇
皇
后
両
陛
下
は
昨
年
11
月
28
日
㈫
、
国
賓
と
し

て
ご
訪
日
さ
れ
て
い
た
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
大
公
国
の
ア

ン
リ
大
公
殿
下
と
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
王
女
殿
下
と
と
も

に
土
浦
市
を
ご
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
両
陛
下
の
ご
来
県
は
平
成
28
年
10
月
に
ベ
ル
ギ
ー
王

国
国
王
夫
妻
と
結
城
市
を
ご
訪
問
さ
れ
て
以
来
、
約
１

年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。

　
両
陛
下
を
乗
せ
た
お
召
し
列
車
は
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
か
ら

出
発
し
、
午
前
11
時
19
分
、
常
磐
線
土
浦
駅
に
到
着
し

ま
し
た
。
天
皇
陛
下
の
２
０
１
９
年
の
ご
退
位
が
伝
え

ら
れ
る
中
、
駅
前
に
は
両
陛
下
の
お
姿
を
一
目
見
よ
う

と
、
約
１
１
０
０
人
の
市
民
が
集
ま
り
、
両
国
の
小
旗

を
振
っ
て
歓
迎
し
ま
し
た
。
両
陛
下
は
こ
の
歓
迎
に
対

し
て
、
手
を
振
っ
て
応
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

土
浦
市
役
所
で
の
御
小
憩
後
、
市
役
所
前
の「
う
ら

ら
広
場
」で
歓
迎
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
ま
ず
、
土
浦
第
二
小
学
校
の
児
童

に
よ
り
、
茨
城
が
舞
台
に
な
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ

小
説「
ひ
よ
っ
こ
」の
主
題
歌
な
ど
２
曲
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
合
唱
後
、
皇
后
陛
下
か
ら「
い
い
顔
で
楽
し
そ

う
に
歌
っ
て
い
ま
し
た
ね
」と
お
声
を
か
け
ら
れ
た
児

童
は「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
笑
顔
で
答
え
て
い

ま
し
た
。
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②③
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⑥

⑦

⑧

　

続
い
て
、
小
中
高
生
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る「
亀
城

太
鼓
保
存
会
」が
、
郷
土
芸
能
で
あ
る「
亀
城
太
鼓
」を

披
露
し
ま
し
た
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲「
霞
ケ
浦
」な
ど
の
演

奏
後
、
天
皇
陛
下
に「
楽
し
い
で
す
か
」、「
い
っ
ぱ
い

練
習
し
た
の
で
す
か
」と
声
を
か
け
ら
れ
た
子
ど
も
た

ち
は
元
気
よ
く
答
え
て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
披
露
し
た
合
唱
や
太
鼓
の
音
色
に
、

両
陛
下
は
笑
顔
で
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
の
終
了
後
、
両
陛
下
お
よ
び
ア
ン
リ
大

公
殿
下
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
王
女
殿
下
は
、
宇
宙
航
空

研
究
開
発
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
を
ご

視
察
す
る
た
め
、
沿
道
に
集
ま
っ
た
約
６
３
０
０
人
の

市
民
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
、
つ
く
ば
市
へ
移
動
さ
れ
ま

し
た
。

①駅前に集まった人たちにお応えになる両陛下
②土浦駅に到着したお召し列車
③沿道で両陛下を心待ちにする人たち
④両陛下をご案内する中川市長
⑤セレモニーで拍手を送られる皇后陛下とアレ
　クサンドラ王女殿下
⑥御料車内でアンリ大公殿下と談笑される天皇
　陛下
⑦土浦市立第二小学校の合唱の様子
⑧亀城太鼓保存会の演奏の様子


